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企画に当たって

識者に問う

企業の経営戦略において環境への対応が求められる中、
環境問題や脱炭素技術の専門的知見を有する「グリーン人材」のニーズが高まっている。
その人材像や育成の方策を探った。
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脱炭素社会の実現に向け、企業の経

営戦略において環境への対応が求め

られる中、環境問題や脱炭素技術の

専門的知見を有する「グリーン人材」

のニーズが高まっている。

もっとも、グリーン人材が具体的に

どのような知見や能力を備える人材

を指すのか、その人材像が明確に社

会で共有されているとは言いがたい。

グリーン人材に期待されるスキルは

何か。その人材像や育成を加速する

方策を各界の専門家に聞いた。

人材育成が鍵となる
グリーンへの転換



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

人
材
育
成
が
鍵
と
な
る

グ
リ
ー
ン
へ
の
転
換

―
Ｇ
Ｘ
を
前
提
と
し
た
成
長
戦
略
・
経
営
目
標
を
描
け

大
阪
・
関
西
万
博
が
、
連
日
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
訪
れ
た
人
が
未
来
を
体
感
で
き
る
「
未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
」
の
一
つ
が
、「
グ
リ
ー
ン
万
博
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
先
進
的
な
技
術
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、「
グ
リ
ー
ン
へ
の
転
換
」、
す
な
わ
ち
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
は
、
地
球
の
未
来
の
た
め
に
、
世
界
そ
し
て
日
本
が
社
会
を
挙

げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
を
大
量
に
排
出
す
る
産
業
か
ら
、
地
球
環
境
を
考
慮
し
た
産

業
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
必
然
的
に
人
々
の
「
仕
事
」
に
構
造
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
転
換
に
寄
与
す
る
職
業
、
グ
リ
ー
ン
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
業
種
に
就
く
労
働
者
は
、
す
で
に
先
進
国
の
総
雇
用
の
二
〇
％
程
度
を
占
め
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
見
通
し
だ
。
ま
た
、
弊

機
構
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
就
業
者
の
三
一
％
が
グ
リ
ー
ン
ジ
ョ
ブ
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
脱
炭
素
技
術

や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
環
境
問
題
の
専
門
知
識
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
必
要
性
は
、
グ
リ
ー
ン
政
策
が
先
行
す
る
欧
州
の
み
な
ら
ず
、

日
本
で
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン
人
材
」
の
あ
る
べ
き
人
材
像
は
漠
然
と
し
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
ス
キ
ル
を
備
え
た
人
材
を
指
す
の
か
、
専
門
性
を
備
え
た
人
材
を
い
か
に
育
成
す
る
の
か

―
日
本
社
会
で
知
見
が
十
分
に
共
有

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
他
方
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
を
大
量
に
排
出
す
る
産
業
は
、
長
く
日
本
経
済
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
産
業
で
も
あ
る
。

産
業
構
造
が
転
換
す
る
過
程
で
、
そ
こ
に
従
事
し
て
き
た
人
材
を
ど
の
よ
う
に
新
た
な
産
業
に
移
動
し
て
い
く
の
か
も
、
重
大
な
課
題
と

な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
号
で
は
、「
グ
リ
ー
ン
人
材
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
現
状
を
把
握
し
、
グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

政
策
を
先
導
す
る
政
府
や
企
業
、
識
者
に
伺
う
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
脱
炭
素
推
進
に
お
け
る
日
本
の
貢
献
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

Ｇ
Ｘ
ス
キ
ル
の
標
準
化
で
業
界
横
断
的
な
動
き
へ

Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
す
な
わ
ち
脱
炭
素
と
産
業
の
競
争
力
強
化
・
経
済
成
長
の
実
現
の
観
点
か
ら
、

必
要
な
人
材
の
定
義
、
そ
の
ス
キ
ル
の
洗
い
出
し
に
着
手
し
た
の
は
経
済
産
業
省
で
あ
る
。
政
策
を
主
導
す
る
同
省
の
中
原
廣
道
課
長
は
、

各
企
業
が
抱
え
る
課
題
は
個
別
に
異
な
る
た
め
、
特
定
の
分
野
の
人
材
を
重
点
的
に
育
成
す
れ
ば
解
決
で
き
る
と
い
う
問
題
で
は
な
い
、

と
Ｇ
Ｘ
特
有
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
。
同
省
は
企
業
と
協
業
し
、
業
界
横
断
的
な
育
成
事
例
の
集
約
や
、
Ｇ
Ｘ
人
材
に
求
め
る
ス
キ
ル
の

標
準
化
に
よ
り
人
材
像
を
描
い
た
。
い
わ
ば
ス
キ
ル
と
育
成
方
法
の
「
言
語
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
や
専
門
の
教
育
機
関
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
訴
え
る
の
は
、
企
業
の
脱
炭
素
化
支

援
や
人
材
育
成
・
仲
介
を
行
う
ア
ス
エ
ネ
株
式
会
社
の
西
和
田
浩
平
Ｃ
Ｅ
Ｏ
だ
。
成
長
産
業
で
も
あ
る
グ
リ
ー
ン
分
野
で
人
材
の
需
要
が

高
ま
る
一
方
で
、
社
会
全
体
に
知
見
の
蓄
積
が
な
く
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
い
ま
だ
に
手
探
り
だ
と
指
摘
す
る
。

Ｇ
Ｘ
は
企
業
ご
と
に
課
題
が
異
な
る
一
方
、
新
た
な
技
術
や
制
度
に
精
通
す
る
人
材
を
、
企
業
単
独
で
育
成
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

౦
࿨
ߒ
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KEY
WORDS

大
阪
・
関
西
万
博
、
グ
リ
ー
ン
へ
の
転
換
、
グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
、
包
括
的
な
政
策
設
計

し
て
き
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
宮
崎
桂
副
理
事
長
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
の
道
筋
は
グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
へ
の
貢
献
の
歴
史
」
だ
と
述
べ
、
今

後
も
日
本
と
ア
ジ
ア
各
国
と
の
共
創
を
通
じ
、
双
方
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
知
見
の
「
環
流
」
を
よ
り
推
進
し
て
き
た
い
、
と
力
を
込

め
た
。

産
業
転
換
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
は
、
人
材
次
第

か
つ
て
日
本
が
石
炭
か
ら
石
油
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
を
転
換
し
た
際
に
は
、
石
炭
・
鉱
業
か
ら
離
職
し
た
人
に
対
し
て
、
政
府
が
教
育

訓
練
や
職
業
紹
介
な
ど
の
制
度
を
整
備
し
、
多
く
の
労
働
者
が
新
た
な
産
業
に
移
る
こ
と
が
で
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
近
代
化

が
「
も
の
づ
く
り
日
本
」
を
確
立
し
た
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
移
行
は
、
日
本
に
よ
る
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
再
び

確
立
す
る
た
め
の
転
換
点
と
な
り
う
る
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
や
専
門
教
育
の
充
実
を
通
じ
、
労
働
力
の
円
滑
な
移
動
の
た
め
の
包
括
的
な
政

策
設
計
が
、
あ
ら
た
め
て
政
府
に
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
企
業
自
身
に
も
、
Ｇ
Ｘ
を
前
提
と
し
た
成
長
戦
略
・
経
営
目
標
を
描
い
た
う
え
で
、
グ
リ
ー
ン
に
携
わ
る
人
材
が
成
長
の
コ
ア

人
材
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
労
使
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
脱
炭
素
産
業
が
日
本
経
済
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
け

ん
引
す
る
産
業
に
育
て
ら
れ
る
か
は
、
人
材
次
第
だ
。
そ
の
た
め
の
産
官
学
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
が
、
今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

日
本
は
、税
制
や
排
出
権
取
引
な
ど
の
社
会
の
枠
組
み
整
備
が
進
む
欧
州
に
比
べ
、社
会
全
体
で
グ
リ
ー
ン
分
野
へ
の
経
験
知
が
浅
い
と
言

え
る
。
こ
う
し
た
日
本
の
現
状
に
お
い
て
、ど
う
人
材
を
育
成
し
、需
要
を
満
た
し
て
い
く
の
か
は
、ま
だ
手
探
り
だ
。
ス
キ
ル
の
標
準
化

は
、グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
へ
の
第
一
歩
に
な
る
う
え
、Ｇ
Ｘ
人
材
に
対
す
る
共
通
の
見
解
と
し
て
、労
働
者
自
身
の
指
標
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

課
題
解
決
と
人
材
育
成
に
複
合
的
な
視
点
を

同
時
に
、
複
数
の
識
者
か
ら
は
、
複
合
的
な
視
点
を
持
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
た
。

東
京
大
学
で
「SPRING GX

」
事
業
統
括
を
務
め
る
大
越
慎
一
理
学
系
研
究
科
長
・
総
長
特
任
補
佐
は
、
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
は
、

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
法
制
度
や
倫
理
な
ど
の
経
済
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
諸
相
が
関
連
す
る
と
述
べ
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
博
士
課
程
の
学
生
同
士
の
分
野
を
越
え
た
交
流
や
、
学
生
の
派
遣
に
よ
る
国
際
的
な
研
究
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
展
開
す
る
。

こ
れ
が
三
〇
年
後
の
社
会
を
け
ん
引
す
る
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
に
つ
な
が
る
と
い
う
展
望
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
日
本
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
理
事
を
務
め
る
岸
上
有
沙
氏
は
、
事
業
者
及
び
投
融
資
を
行
う
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
側
双

方
に
、
多
角
的
な
視
点
と
複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
す
る
人
材
を
組
織
と
し
て
構
成
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
力
説
す
る
。

そ
の
人
員
構
成
に
不
可
欠
な
の
は
、「
な
ぜ
気
候
変
動
に
対
応
す
べ
き
か
」「
な
ぜ
生
物
多
様
性
の
保
全
に
価
値
が
あ
る
の
か
」
な
ど
「
Ｗ

Ｈ
Ｙ
」
を
問
い
、
そ
れ
ら
の
重
要
性
を
真
に
理
解
す
る
資
質
や
、
複
数
の
事
象
の
関
連
を
総
合
的
に
見
る
資
質
だ
。
そ
れ
ら
を
育
て
る
に

は
、
個
々
人
が
多
角
的
な
見
聞
を
重
ね
る
「
現
場
」
で
の
蓄
積
に
加
え
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
軸
に
し
た
経
営
教
育
の
充
実
や
金
融
教

育
が
必
要
だ
と
す
る
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
が
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
開
発
協
力
は
ま
さ
に
重
要
な
事
業
だ
。
日
本
は
長
年
、
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
を
中
心
に
ア
ジ
ア
へ
の
環
境
協
力
を
続
け
て
お
り
、
途
上
国
自
ら
が
環
境
問
題
に
対
処
で
き
る
能
力
の
強
化
を
目
指

東
和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
取
締
役
会
長
兼

代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
よ
り
現
職
。
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

グ
リ
ー
ン
人
材
に

期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
。

グ
リ
ー
ン
人
材
の

育
成
を
加
速
す
る
た
め
の

方
策
と
は
。

次世代のコア、
グリーン人材を育成する環境整備を急げ

アスエネ株式会社 Founder 代表取締役CEO西和田浩平

αεςφϏϦςΟɾίϯαϧλϯτɺάϦʔϯͱσδλϧɺ
ख୳Γͷڭҭϊ΢ϋ΢

アジア各国を共創パートナーとして、
地球規模の課題に立ち向かう

独立行政法人国際協力機構
副理事長兼最高サステナビリティ責任者 (CSO)宮崎 桂

։ൃ్্ࠃͷೳྗڧԽɺࡍࠃՊֶٕज़ྗڠɺڞ૑ͱ؀ྲྀ

「WHY」を問い、
共通認識を組み立てられる人材を育てよ

特定非営利活動法人日本サステナブル投資フォーラム 理事岸上有沙

�ෳ߹తΞϓϩʔνɺʮ8):ʯͷෲམͪɺʮݱ৔ʯに଍ΛӡͿ

官民でGXスキルを標準化、
企業は人材の育成・活用を

経済産業省GXグループ環境政策課 課長中原廣道

ਓ֬ࡐอूྫࣄɺ(9ਓࡐεΩϧඪ४ɺഉग़ྔऔҾ੍౓

東京大学大学院理学系研究科長・総長特任補佐大越慎一
気候変動問題、
T型人材が社会変革を先導する

413*/(�(9ɺ5ܕਓࡐɺੈքతͳωοτϫʔΩϯά

インタビュー実施：2025 年 6 月～ 7 月
聞き手：鈴木日菜子（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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識
者
に
問
う

グ
リ
ー
ン
人
材
に
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
。
グ
リ
ー
ン
人
材
の
育
成
を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
と
は
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

׭
ຽ
Ͱ
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ඪ
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༻
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経
済
産
業
省
Ｇ
Ｘ
グ
ル
ー
プ

環
境
政
策
課

課
長

本
政
府
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
取
り
組
み
の
主
眼
は
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
脱
炭
素
」
を
契
機
と
し
て
、
日
本
経
済
や
産
業
競
争

力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
だ
。
政
府
と
し
て
は
、

二
〇
兆
円
規
模
の
先
行
投
資
支
援
と
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
段
階
的
導
入
の
一
体
的
措
置
で
あ
る
「
成

長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
」
を
推
進
し
て
い
る
。
先
行
投
資
支
援
で
は
、
排
出
削
減
が
困
難

な
産
業
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
転
換
か
ら
、
蓄
電
池
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
導
入
、
建
築
物
や
自
動
車
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
産
業
界
に
Ｇ
Ｘ
へ
の
挑
戦
を
促
し
て
い
る
。
成
否
は
、
ひ
と
え
に
す
ぐ
れ
た
人
材
が
集
ま
る
か

ど
う
か
に
よ
る
。

Ｇ
Ｘ
人
材
に
関
し
、
経
済
産
業
省
で
は
大
き
く
二
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
一
つ
は
、
各
企
業
の

人
材
確
保
事
例
集
の
公
開
だ
。
Ｇ
Ｘ
は
産
業
界
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
技
術
領
域
も
広
範
で
、
特
定
分
野
の

人
材
育
成
に
よ
り
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
業
種
や
企
業
ご
と
に
課
題
や
対
応
方
法
が
異
な
る
。
各
社

が
適
切
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
業
界
横
断
的
に
知
見
を
集
約
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
事
例
集

で
は
幅
広
い
業
種
・
規
模
の
企
業
に
取
材
し
、
具
体
的
な
人
材
獲
得
・
育
成
策
を
網
羅
的
に
記
載
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
Ｇ
Ｘ
に
積
極
的
な
企
業
と
政
府
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
Ｇ
Ｘ
人
材
ス
キ
ル
の
標
準

化
だ
。「
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
」
に
お
け
る
産
官
学
の
議
論
を
通
じ
て
、産
業
横
断
的
な
ス
キ
ル
を
定
義
し
た
。
ま
ず
、

Ｇ
Ｘ
の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
「
Ｇ
Ｘ
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
し
て
一
覧
に
し
、
Ｇ
Ｘ
推
進

に
必
要
と
な
る
人
材
を
五
つ
の
類
型
に
分
類
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
分
化
し
た
業
務
（
ロ
ー
ル
）

を
整
理
し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
や
ス
キ
ル
、
他
ロ
ー
ル
と
の
連
携
例
な
ど
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を

現
場
で
育
成
・
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
役
割
ご
と
に
レ
ベ
ル
別
の
達
成
度
も
定
め
た
。

目
下
の
と
こ
ろ
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
排
出
量
取
引
制
度
に
備
え
た
人
材
育
成
が
急
が
れ

る
。
新
制
度
の
下
で
は
、
対
象
企
業
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実
績
量
な
ど
を
国
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
と

な
り
、
そ
の
際
、
第
三
者
で
あ
る
登
録
確
認
機
関
に
よ
る
確
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
対
象
企
業
お
よ

び
登
録
確
認
機
関
に
お
け
る
人
材
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
特
に
、
品
質
管
理
に
関
す
る
知
識
と
技
術

的
知
見
が
必
要
と
さ
れ
る
登
録
確
認
機
関
の
人
材
確
保
・
育
成
に
関
し
て
は
、
監
査
法
人
系
機
関
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ

検
証
機
関
等
、
異
な
る
知
見
を
持
つ
関
係
者
が
連
携
し
て
、
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
枠
組
み

を
構
築
す
る
な
ど
、
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

日経
済
産
業
省
で
Ｇ
Ｘ
人
材
の
取
り
組
み
を
所
管
す
る
担
当
課
長
。
東
京
大
学
大
学
院
卒
業
後
、
通
商
産
業
省
（
当
時
）
入
省
。
主
に
産
業

政
策
（
成
長
戦
略
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
、
原
子
力
政
策
の
分
野
に
お
け
る
政
策
立
案
に
従
事
し
て
き
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
日

本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）・
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
に
出
向
し
、
産
業
調
査
員
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
欧
州
の
通
商
産
業
、
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
調
査
等
に
従
事
。
二
〇
二
四
年
よ
り
現
職
。

中
原
廣
道
（
な
か
は
ら
・
ひ
ろ
み
ち
）

経済産業省〔2025〕

GX関連企業における人材確保に関する取組事例集
令和 7年 3月

https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/GX_HR/GX_HR_
cases_2024.pdf
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識
者
に
問
う

グ
リ
ー
ン
人
材
に
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
。
グ
リ
ー
ン
人
材
の
育
成
を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
と
は
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊
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ٸ
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ా
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ア
ス
エ
ネ
株
式
会
社

Founder 

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
伴
い
、
グ
リ
ー
ン
産
業
に
関
連
す
る
雇
用
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
世
界
で

二
四
〇
〇
万
人
ほ
ど
増
え
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
関
連
の
技
術
開
発
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
産
業
へ
の
人
材
の
流
れ
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
年
々
急
増
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
人
材

の
需
要
に
、
供
給
が
追
い
付
か
な
く
な
る
。
他
方
、
欧
州
に
後
れ
を
と
っ
て
い
た
日
本
の
脱
炭
素
化
へ
の
取

り
組
み
は
、こ
の
二
、三
年
で
か
な
り
進
展
し
た
。
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
二
〇
二
五
年
二
月
）
で
、

政
府
が
電
源
構
成
に
お
け
る
再
エ
ネ
比
率
を
倍
増
す
る
見
通
し
を
示
し
た
こ
と
で
、
今
後
、
太
陽
光
発
電
や

洋
上
風
力
発
電
で
人
材
の
需
要
が
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

今
、
需
要
が
増
え
て
い
る
の
は
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
い
っ
た
新
領
域
の
知
識

人
材
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
上
場
企
業
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
情
報
の
開
示
を
求
め
る
流
れ
が
あ
る
。

自
社
の
排
出
量
の
計
算
、
ど
の
よ
う
に
排
出
量
を
下
げ
て
い
く
の
か

―
と
い
っ
た
計
算
は
、
専
門
教
育
を

受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
専
門
知
識
を
持
ち
、
企
業
の
情
報
開
示
戦
略
を
は

じ
め
、
脱
炭
素
経
営
の
推
進
を
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
足
り
て
い
な
い
。
ま
た
、

脱ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
前
提
の
日
本
企
業
で
は
、
担
当
者
の
経
験
が
途
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
も
問
題
だ
。

さ
ら
に
、
太
陽
光
や
洋
上
風
力
発
電
な
ど
の
知
見
を
持
っ
た
「
技
術
系
グ
リ
ー
ン
人
材
」
の
数
が
限
ら
れ

て
い
る
。
新
た
な
産
業
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
分
野
は
Ｄ
Ｘ
と
並
ぶ
成
長
産
業
の
一
つ
だ
。
今
後
、
再
エ
ネ
の
拡

大
が
進
む
中
で
、
古
い
構
造
の
原
子
力
発
電
や
石
炭
火
力
発
電
と
い
っ
た
オ
ー
ル
ド
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
か
ら

グ
リ
ー
ン
分
野
へ
の
人
の
移
動
は
、
重
要
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
す
で
に
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
の
よ
う
な
テ
ッ
ク

企
業
か
ら
技
術
者
が
移
転
し
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
と
デ
ジ
タ
ル
の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け
た

Ｇ
Ｘ
人
材
は
次
世
代
の
コ
ア
人
材
で
あ
る
。

日
本
で
は
官
民
協
働
の
「
Ｇ
Ｘ
リ
ー
グ
」
が
ス
キ
ル
の
標
準
化
を
進
め
て
い
る
が
、
専
門
の
教
育
機
関
も

足
り
ず
、
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ま
だ
手
探
り
だ
。
税
制
や
排
出
権
取
引
に
し
て
も
、
日
本
は
欧
州
と
比
較
し

て
ス
ピ
ー
ド
感
と
実
行
力
に
欠
け
る
た
め
経
験
知
が
浅
く
、
社
会
全
体
に
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
。
だ

が
、
新
卒
採
用
市
場
で
も
Ｇ
Ｘ
人
材
の
市
場
価
値
が
高
ま
っ
て
お
り
、
成
長
市
場
に
自
分
の
身
を
置
く
こ
と

で
自
分
の
価
値
を
高
め
よ
う
と
す
る
ニ
ー
ズ
は
あ
る
。
人
材
の
育
成
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
教
育
内
容
の
充

実
や
公
的
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
次
世
代
に
よ
り
よ
い
世
界
を
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
見
え
る
化
・
削
減
・
報
告
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
ア
ス
エ
ネ
」
な
ど
、

ク
ラ
イ
メ
ー
ト
テ
ッ
ク
領
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
ア
ス
エ
ネ
株
式
会
社
を
経
営
。
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
三
井
物
産
で
日
本
・
欧
州
・

中
南
米
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
規
事
業
投
資
・
Ｍ
＆
Ａ
に
携
わ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
メ
キ
シ
コ
へ
の
海
外
赴
任
を
経
験
し
、

二
〇
一
九
年
に
ア
ス
エ
ネ
株
式
会
社
を
創
業
し
た
。Forbes Japan Rising Star Award

受
賞
、2021 Forbes Japan 100

、
東
洋
経
済

す
ご
い
ベ
ン
チ
ャ
ー100

な
ど
に
選
出
。

西
和
田
浩
平
（
に
し
わ
だ
・
こ
う
へ
い
）

ビル・ゲイツ〔2021〕

地球の未来のため僕が決断したこと
山田文（翻訳）、早川書房
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識
者
に
問
う

グ
リ
ー
ン
人
材
に
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
。
グ
リ
ー
ン
人
材
の
育
成
を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
と
は
。
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識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊
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୊
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̩
ܕ
人
材
͕
ࣾ
ձ
ม
ֵ
を
ઌ
ಋ
す
る

球
と
い
う
人
類
共
有
の
財
産
に
、
気
候
変
動
問
題
は
影
を
落
と
し
て
い
る
。
気
候
変
動
問
題
は
、
人

類
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
多
面
的
に
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
狭
義
の
技
術
開
発
の
み
で
解
決
し

得
る
も
の
で
は
な
い
。
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
法
制
度
や
メ
デ
ィ
ア
、
教
育
、
哲
学
、
そ
し
て

倫
理
な
ど
、
経
済
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
諸
相
を
通
じ
て
人
々
に
行
動
を
促
し
、
地
球
を
よ
り
よ
く
管
理
す
る
た

め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
変
革
を
先
導
す
る
高
度
人
材
を
十
分
な
規
模
で
輩
出
す
る
た
め
、
東
京
大
学
で
は
、

二
〇
二
一
年
か
ら
全
分
野
の
博
士
課
程
の
学
生
を
対
象
に
「SPRING GX

」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し

た
。
こ
れ
は
全
学
を
挙
げ
た
取
り
組
み
で
、
研
究
科
は
一
五
に
及
ぶ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
育
成
す
る
研
究
者
像

は
「
好
奇
心
を
忘
れ
ず
、
常
に
挑
戦
的
な
研
究
者
で
あ
る
こ
と
」「
専
門
以
外
の
多
様
な
分
野
を
知
り
、
高

度
で
幅
広
い
教
養
を
身
に
着
け
た
人
材
で
あ
る
こ
と
」「
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と
創
発
的
な
研
究
が

行
え
る
人
材
で
あ
る
こ
と
」「
社
会
課
題
を
解
決
し
て
い
く
視
点
を
持
つ
人
材
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ま

さ
に
、
高
い
専
門
性
と
研
究
力
を
備
え
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
が
、
気
候
変
動
問
題
を
軸
に
、
異

な
る
専
門
分
野
の
知
見
を
涵か

ん

養よ
う

す
る
「
Ｔ
型
人
材
」
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

主
幹
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
文
理
を
越
え
た
多
分
野
の
学
生
一
三
一
五
人
が
、
Ｇ
Ｘ
に
関
す
る
講
義

を
聴
き
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
課
題
を
議
論
す
る
。
学
生
は
、
異
分
野
の
同
世
代
の
仲
間
と
の

や
り
取
り
を
通
じ
て
、
例
え
ば
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
の
フ
レ
ー
ム

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
仮
に
課
題
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
に
よ
っ
て
法
律
や
制
度
が
違
う
た
め
、

解
決
策
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
国
際
的
に
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、
年
間
四
〇
〇
人

以
上
の
学
生
を
三
〇
の
国
と
地
域
に
派
遣
し
、
Ｇ
Ｘ
研
究
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
構
築
を
始
め
て

い
る
。
派
遣
先
と
な
る
の
は
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
い
っ
た
海
外
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の

大
学
や
研
究
機
関
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
ス
キ
ル
は
、
研
究
を
越
え
た
分
野
で
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
異
分
野
の
研
究
者
と
の
関
係
を
築
く
ス
キ
ル
を
体
得
し
た
大
学
院
生
が
、

三
〇
年
後
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
や
業
務
で
、
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
、
社
会
の
課
題

解
決
を
け
ん
引
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

東
京
大
学
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
を
先
導
す
る
高
度
人
材
育
成
（SPRING GX

）
の
事
業
統
括
を
務
め
る
。

二
〇
〇
六
年
よ
り
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
（
現
職
）。
専
門
は
物
理
化
学
。
二
〇
二
三
年
よ
り
研
究
科
長
、
総
長
特
任
補

佐
（
副
学
長
待
遇
）。
海
外
大
学
と
の
共
同
研
究
も
多
く
、
フ
ラ
ン
ス
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
国
際
共
同
研
究
所
所
長
も
務
め
る
。
英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
大
学
名
誉
教
授
。
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
統
括
を
数
多
く
経
験
し
、
高
度
人
材
育
成
の
た
め
の
学
び
の
場
を
構
築
し
て
き
た
。

産
学
連
携
に
も
熱
心
で
、
現
在
一
〇
社
と
共
同
研
究
を
推
進
中
。

大
越
慎
一
（
お
お
こ
し
・
し
ん
い
ち
）

େ
ӽ
৻
Ұ

東
京
大
学
大
学
院

理
学
系
研
究
科
長
・

総
長
特
任
補
佐

地

S. Ohkoshi, M. Yoshikiyo, J. MacDougall, Y. Ikeda, H. Tokoro〔2023〕

Long-term heat-storage materials based on
λ-Ti3O5 for green transformation (GX)

Chem. Commun., 2023, 59, 7875
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識
者
に
問
う

グ
リ
ー
ン
人
材
に
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
。
グ
リ
ー
ン
人
材
の
育
成
を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
と
は
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 ủ
̬
̝
̮
Ứ
を
໰
͍
ỏ

ڞ
௨
ೝ
ࣝ
を
૊
Έ
ཱ
ͯ
Β
れ
る
人
材
を
育
ͯ
Α

؛
্
༗
ࠫ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資

フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事

候
変
動
へ
の
対
応
を
、
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
だ
け
に
着
目
し
て
進
め
て
も
失
敗
す
る
だ
ろ
う
。
成

功
の
鍵
は
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の
影
響
を
考
え
、
多
角
的
な
視
点
と
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
と

す
る
人
材
を
構
成
し
、遂
行
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
人
材
を
企
業
側
と
、投
融
資
を
行
う
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
側
の
双
方
に
置
く
こ
と
で
、
ト
レ
ン
ド
で
は
な
く
実
態
に
合
わ
せ
た
活
動
を
継
続
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
の
三
つ
の
資
質
や
能
力
を
持
つ
人
材
が
各
組
織
内
で
必
要
だ
と
考
え
る
。

第
一
に
、「
な
ぜ
気
候
変
動
に
対
応
す
べ
き
か
」「
な
ぜ
生
物
多
様
性
の
保
全
に
価
値
が
あ
る
の
か
」
な
ど

「
Ｗ
Ｈ
Ｙ
」
を
問
う
力
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
重
要
性
を
真
に
理
解
す
る
資
質
で
あ
る
。
企
業
、

生
活
者
、
投
資
家
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
納
得
で
き
る
論
理
を
組
み
立
て
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
に
、
複
数
の
事
象
の
関
連
性
を
総
合
的
に
見
る
資
質
で
あ
る
。
例
え
ば
、
他
国
で
見
ら
れ
る
気
候
変

動
の
影
響
が
自
国
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
与
え
る
リ
ス
ク
や
、
対
応
に
必
要
な
原
材
料
の
採
掘
が
与

え
る
自
然
資
本
・
人
へ
の
影
響
な
ど
を
予
測
し
て
、
複
合
的
に
思
考
し
行
動
す
る
力
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
資
質
は
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
現
場
」
に
足
を
運
び
、
課
題
を
多
角
的
に
見
聞
き
す

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
培
わ
れ
る
。
ま
た
、
人
材
の
流
動
性
を
高
め
、
異
な
る
セ
ク
タ
ー
、
業
種
、
仕
事

の
経
験
を
持
っ
た
人
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
短
期
的
な
業
績
へ
の
貢
献
に
加
え
て
、

長
期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
イ
デ
ア
の
創
出
や
、
他
部
署
・
他
業
種
・
他
国
と
の
連
携
と
い
っ
た
、
多
角
的
な

視
点
を
持
つ
人
材
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

近
年
は
、
統
合
し
た
経
営
と
会
計
報
告
が
求
め
ら
れ
る
中
、
目
的
に
沿
っ
た
専
門
人
材
を
効
果
的
に
活
用

す
る
こ
と
も
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
第
三
の
資
質
と
し
て
、
気
候
や
生
態
系
の
変
化
を
捉
え

る
専
門
知
識
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
能
力
を
も
っ
た
専
門
人
材
に
加
え
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、

内
外
の
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
言
語
・
対
話
・
連
携
能
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
資
質
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
に
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
経
営
双
方
の
視
点
か
ら
学
習
機
会
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
金
融
経
済
教
育
に
お
い
て
は
、
投
資
手
法
な
ど
「
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
に
加
え
、

金
融
・
投
資
行
動
が
本
来
果
た
し
得
る
社
会
的
な
役
割
、
経
済
活
動
と
の
結
び
付
き
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
大
学
院
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
）
に
お
い
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を

単
な
る
一
講
座
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
経
営
全
体
の
在
り
方
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営
」
を
中

心
に
据
え
た
コ
ー
ス
設
計
が
期
待
さ
れ
る
。

二
〇
一
九
年
に
、En-CycleS

（Engagem
ent Cycle for Sustainability

）
と
い
う
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
投
資
と
経
営
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
行
動
と
発
信
の
促
進
を
行
う
。
日
本
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投

資
の
健
全
な
発
展
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
を
日
本
で
普
及
・
発
展
さ
せ
る
活
動
を
行
う
。

金
融
庁
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
有
識
者
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
。
二
〇
〇
七
年
よ
りFTSE Russell

社
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
投
資
に
関
す
る
業
務
に
従
事
。
ロ
ン
ド
ン
勤
務
、
ア
ジ
ア
環
太
平
洋
地
域
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
者
等
を
経
る
。

岸
上
有
沙
（
き
し
が
み
・
あ
り
さ
）

水口剛・高田英樹（編著）〔2023〕

サステナブルファイナンス最前線
金融財政事情研究会

気
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識
者
に
問
う

グ
リ
ー
ン
人
材
に
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
。
グ
リ
ー
ン
人
材
の
育
成
を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
と
は
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

Ξ
δ
Ξ
֤
ࠃ
を
ڞ
૑
ύ
ー
τ
φ
ー
と
͠
ͯ
ỏ

஍
ٿ
ن
໛
の
՝
୊
に
ཱ
ͪ
޲
か
͏

ٶ
࡚
ܡ

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

副
理
事
長
兼

最
高
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
責
任
者

（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）

成
長
を
遂
げ
て
い
る
ア
ジ
ア
は
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
と
い
う
難
題
に
直
面
し
て
い
る
地
域
だ
。

戦
後
の
公
害
期
の
痛
み
を
経
て
環
境
保
全
と
経
済
成
長
の
両
立
に
成
功
し
た
日
本
は
、
そ
の
経
験
を

開
発
途
上
国
と
共
有
し
て
き
た
。
持
続
可
能
な
開
発
を
重
視
す
る
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
活
動
の

道
筋
は
、
グ
リ
ー
ン
人
材
育
成
へ
の
貢
献
の
歴
史
で
あ
る
。
私
が
数
年
前
に
駐
在
し
た
タ
イ
は
、
環
境
問
題

に
関
す
る
日
本
の
技
術
協
力
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
国
だ
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
設
立
に
協
力
し
た
環
境
研
究
研
修

セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
八
九
年
に
タ
イ
で
設
立
さ
れ
た
。
以
後
、
同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
専
門

家
派
遣
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
研
究
、
研
修
を
行
い
、
途
上
国
が
自
ら
環
境
問
題
に
対
処
し
て
い
く
能
力
の
強

化
を
目
指
し
て
き
た
。

近
年
は
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
り
多
様
に
な
っ
た
。「
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力

プ
ロ
グ
ラ
ム
（SATREPS

）」
は
科
学
技
術
振
興
機
構
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
と
連
携
し
、
日
本
と
途

上
国
の
国
際
共
同
研
究
を
推
進
す
る
。
二
〇
〇
八
年
以
降
、
六
二
カ
国
・
二
一
四
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
き
た
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
物
資
源
、
防
災
、
感
染
症
の
四
分
野
で
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

急え
、
日
本
と
途
上
国
の
研
究
者
が
と
も
に
取
り
組
み
、
実
社
会
で
活
用
可
能
な
知
識
や
技
術
と
、
そ
れ
を
使

え
る
人
材
を
輩
出
し
、
当
該
国
の
社
会
に
還
元
し
て
い
る
。

他
に
も
、
数
多
く
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
自
国
の
脱
炭
素
社
会
へ
の
変
容
シ
ナ
リ

オ
を
立
案
・
実
現
す
る
行
政
官
、
技
術
者
を
育
成
す
る
留
学
制
度
「
Ｇ
Ｘ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
日

本
の
大
学
院
で
、
水
素
、
核
融
合
、
次
世
代
原
子
力
な
ど
の
先
端
技
術
分
野
を
中
心
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

史
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
モ
デ
ル
分
析
、
電
力
事
業
体
経
営
な
ど
を
学
ぶ
。
二
〇
二
三
年
に
六
人
の
受
け
入
れ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
二
五
年
は
二
五
人
を
受
け
入
れ
る
予
定
だ
。
ま
た
、「
気
候
変
動
対
策
中
核
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
よ
り
若
手
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
、
自
国
が
定
め
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

目
標
に
関
す
る
進し

ん

捗ち
ょ
く

評
価
の
方
法
、
交
通
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
排
出
量
削
減
政
策
な
ど
を
習
得
す
る
。
い

ず
れ
も
、
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
（
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）
構
想
の
促
進
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
だ
。

多
様
な
交
流
の
場
を
提
供
し
、
相
互
に
刺
激
し
あ
う
関
係
は
、
日
本
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
成
長
が
続
く

途
上
国
で
は
、
日
本
で
は
実
証
で
き
な
い
技
術
的
な
挑
戦
が
で
き
る
こ
と
も
多
い
。
ア
ジ
ア
各
国
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
共
創
を
通
じ
、
日
本
の
技
術
や
経
験
を
伝
え
る
こ
と
に
加
え
、
各
国
で
の
開
発
課
題
解
決
の
取
り

組
み
を
日
本
で
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
知
見
を
「
環
流
」
す
る
取
り
組
み
を
、
よ
り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
を
統
括
す
る
。
上
智
大
学
卒
業
後
、
金
融
機
関
勤
務
を
経
て
、

一
九
九
二
年
に
国
際
協
力
事
業
団
（
当
時
）
に
入
構
。
タ
イ
事
務
所
長
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
平
和
構
築
部
長
、
理
事
等
を
経
て
、
二
〇
二
四

年
よ
り
現
職
を
務
め
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
二
〇
二
三
年
に
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
方
針
」
を
公
表
し
、
気
候
変
動
対
策
や
、
脱
炭

素
社
会
へ
の
移
行
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
環
境
や
社
会
の
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

宮
崎
桂
（
み
や
ざ
き
・
か
つ
ら
）

福田宗弘・関荘一郎・渡辺靖二〔2021〕

日・タイ環境協力
人と人の絆で紡いだ 35年
佐伯コミュニケーションズ
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データで 見る グリーンへの転換
人材育成が鍵となる

(9Ϧʔάʮ(9εΩϧඪ४ʯͷ֓ཁ೔ຊͷάϦʔϯਓࡐɿྖҬɾ৬छผ಺༁ʢ����೥ʣ

+*$"ͷ։ൃ్্ࠃ΁ͷ࣮ྗڠ੷ɿީؾมಈରࡦ෼໺

注）端数処理のため、合計が 100%になっていない。
出所）デロイト トーマツ グループ（2024）「グリーントランスフォーメーション人材調査―ネットゼロの実現を担うGX人材の現在」

注）図中の数値は四捨五入したものであり、合計が一致しないことがある。
出所）国際協力機構（2021～ 2023）「サステナビリティ・レポート」、同（2024）「統合報告書」より、NIRA作成。

注）GXインベンターは、主にアカデミアを主体とした研究開発人材のことであり、スキル標準Ver 2.0 で標準化の対象外となった。
出所）GXリーグGX人材市場創造WG「GXスキル標準（GXSS）」（2025年 5月）等よりNIRA作成。

注1）2024年時点で LinkedIn に登録された求人情報やプロフィール情報に基づく。
注2）「公益事業」には、再生可能エネルギーのほか、送電・配電、天然ガス、上下水道に関連するサービスが含まれる。
出所）LinkedIn「Global Green Skills Report 2024」よりNIRA作成。
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緩和策：温室効果ガスの排出削減に資する協力
適応策：気候変動に強靭な社会づくりの協力
横断型：緩和策・適応策の両方を含む包括的な協力

GX人材とは……GX（グリーントランスフォーメーション）関連の成長領域を支える人材

投資総額（左軸）
求人数のうち、グリーン
スキルが要件である割合

労働者のうち、グリーンスキルを
習得している人の割合テクノロジー、

情報、メディア

公益事業

建設業

石油、ガス、鉱業

農林業

製造業

政府行政
運輸、物流、倉庫業、
サプライチェーン

金融サービス
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適応策

横断型

緩和策

カーボンクレジット・ESG投資等　5.8%

電動航空機　1.3%

調査研究・コンサルティング　3.4%

ソフトウェア開発　7.6%

次世代半導体・グリーン
データセンター等

7.7%

資源循環関連　10.2%

カーボンリサイクル等　6.4%

次世代船舶　2.1%

電気自動車・蓄電池等　26.8%

次世代原子力　1.9%
次世代熱エネルギー　3.6%

水素・アンモニア・
バイオ燃料　5.9%

風力・太陽光・地熱　13.9%

ヒートポンプ・農機等　1.1% ドローン物流・次世代建機　2.4%

素材
16.6%

エネルギー
25.3%

IT 通信・
サービス
24.5%

輸送機・
産業機械
33.7%

人材類型 ロール
アナリスト
（GHG排出量の算出） 排出量算定、排出量分析

ストラテジスト
（削減計画の立案） 経営企画、事業企画・管理、削減計画、情報開示

プロジェクトマネジャー
（削減計画の実行・管理） プロジェクトマネジメント

コミュニケーター
（関係者との交渉） IR・広報、調達、マーケティング・営業、渉外・アライアンス

インベンター（注）
（研究・事業開発） 事業開発、商品開発、技術開発

GXスキル標準 脱炭素社会の実現に向けた、GX人材やスキルの定義

GXリテラシー標準 GXに関するリテラシーとして身につけるべき知識と
学習項目の例を定義

GX推進スキル標準 GX推進に必要な人材の類型と業務（ロール）を定義
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（公財）NIRA 総合研究開発機構
〒150-6034 東京都渋谷区恵比寿 4-20-3　恵比寿ガーデンプレイスタワー 34 階

Tel. 03-5448-1710　 Fax. 03-5448-1744　E-mail. info@nira.or.jp

［NIRA総研ホームページ］
https://www.nira.or.jp

諸活動を紹介するホームページをご利用ください。

［NIRA総研公式Facebook］
https://www.facebook.com/nira.japan

研究成果や活動状況を紹介していますので、ご利用下さい。
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